水草研究会第39回全国集会（山梨）のご案内（第2回）
　水草研究会第39回全国集会の研究発表プログラムが決定いたしましたのでご案内いたします。研究発表会・懇親会はどなたでも参加できますので，水辺の植物に興味のある方は是非，ご参加下さい。また，フィールドワークとして，富士五湖のうちの3湖を巡って水生植物を観察する予定です。実行委員会のメンバーが不慣れなため，何かとご不便をおかけする点もあるかと思いますが，皆様にとって有意義な時間となりますようスタッフ一同も頑張りますので，奮ってご参加下さい。
　
１．会期：2017年9月2日（土）～3日（日）

　　　9月2日（土）　総会・研究発表会・懇親会（山梨大学甲府西キャンパス大学会館）
       [10：30-      役員会（L237教室，L号館西階段先の入り口に開錠係を配置）]
12:30-      受　付（大学会館）
13:00-13:30　総　会（大学会館）
13:30-15:45　口頭発表（大学会館）
15:45-16:00　写真撮影
16:00-17:30　ポスター発表（大学会館ラウンジ）
17:40-20:00　懇親会 （大学会館ラウンジ）

　　　9月3日（日）　フィールドワーク（観察予定種）
 8:30       JR甲府駅北口よっちゃばれ広場から貸切バスで出発
10:00-10:40 精進湖北岸（クロモ，エビモとセンニンモの交雑種，ホザキノフサモ，トリゲモなど）
11:10-12:00 本栖湖南岸西部（セキショウモ，クロモ，ヒメホタルイなど）
12:30-14:00 昼食（河口湖北岸大石公園周辺の食堂などで各自お取り下さい。持参した物をお召し上がり頂けるスペースもあります），河口湖大石公園（セキショウモ，クロモ，ヒメイバラモ，ホザキノフサモ，トリゲモ，ササバモ，センニンモ，オオササエビモ，ホシツリモなど）
[image: ]14:20-15:00 河口湖船津（セキショウモ，クロモ，ヒメイバラモ，ホザキノフサモ，トリゲモ，センニンモ，マツモ，シャジクモなど）
15:20 富士急河口湖駅着・希望者下車
17:00 JR甲府駅着・解散
＊湖の水位や当日の天候などによりフィールドワークの内容や予定を大きく変更し，解散時間が前後する可能性があります。

２．アクセス
山梨大学甲府西キャンパスへはJR甲府駅から徒歩で15分，バスで5分です。バスをご利用の場合は，JR甲府駅北口バスターミナル2番乗り場より，「武田神社」または「積翠寺（せきすいじ）」行きに乗車し，バス停「山梨大学」で下車して下さい。
　＊山梨大HPの交通アクセスもご参照下さい。　
http://www.yamanashi.ac.jp/access-map

JR甲府駅までは，新宿より中央本線特急あずさ（松本行き）または特急かいじ（甲府行き）で約1時間半，静岡より身延線特急ふじかわ（甲府行き）で2時間強，名古屋より中央西線塩尻経由で最短3時間です。

自家用車等での来場も可能ですが，駐車場に限りがあるため，できるだけ公共の交通機関をご利用下さい。車では中央自動車道「甲府昭和IC」で下りて，一般道を北東の方角へ，国道20号線またはアルプス通り経由で約20分です。正門の総合案内所で水草研究会全国集会に参加する旨をお伝えいただくと無料の入校カードが渡されます（所定の項目の記入を求められるかもしれません）。入校カードを自動ゲートのカード挿入口に差し込むと，入校が記録され，カードが返却されます。それを受け取るとゲートが開きますのでそのまま入校して下さい。駐車場は図書館の南側や南西側にあります。大学会館の北側の空きスペースなどに駐車することも可能です。入校カードは帰る時にも必要ですので車中に保管し，無くさないで下さい。帰りは自動ゲートのカード挿入口に入校カードを差し込むとゲートが開きますので，そのままお帰り下さい。

３．会場： 山梨大学甲府西キャンパス（甲府市武田4−4−37）
[bookmark: _GoBack][image: ]　役員会： L号館L237教室（キャンパスの北西側）
　総会・研究発表会・懇親会： 大学会館（図書館の西側）
４．参加費（当日大会受付でお支払い下さい）
研究発表会（要旨集代・名札代・事務諸経費）：　一般1,000円，学生無料（受付で学生証を確認します）
懇親会：　一般5,000円，学生3,000円
フィールドワーク（貸切バス代・資料集代・事務諸経費）：　一般2,000円，学生1,000円（参加者数により変動する可能性あり；定員50名程度；自家用車等で参加の方は，参加・発表申込票にご記入下さい）

５．宿　泊
　各自で甲府駅周辺などの宿泊施設をご予約下さい。市内には温泉付きのビジネスホテルなども多数ございますので，是非この機会に山梨の温泉で夏の疲れを癒して下さい。

６．参加・発表の申込み
参加・発表申込票に必要事項を記入し，下記の期日までにできるだけ電子メールで送信して下さい。郵便による送付も受け付けます（FAXは受け付けません）。本案内及び申込票は以下のアドレスよりダウンロードが可能です。 http://chibadai.flier.jp/mizukusa/
申込みの際，メールの件名を「水草研究会参加申込-氏名」として下さい。ポスターでの発表申込みを延長しましたので，奮ってご発表下さい。申込み後，1週間以上受付の返信がなかった場合は，手違いの可能性もあるので再度ご連絡下さい。

ポスター発表申込〆切： 7月21日（金）
参加申込〆切： 7月21日（金）
発表要旨〆切： 8月11日（金）：A4用紙1枚縦

なお，研究発表は発表者の中に水草研究会の会員が含まれているものに限ります。発表要旨はA4版（縦）1ページで作成して下さい。図表を挿入しても構いませんが，印刷は白黒で行います。要旨はMSWord形式と，レイアウトの確認用のpdf形式の2つのファイルを電子メールにて添付して下さい。 

７．参加・発表申込票・発表要旨の送付先・問合せ先
水草研究会第39回全国集会実行委員長：芹澤如比古
〒400−8510　甲府市武田4−4−37 
山梨大学教育学部 科学文化教育講座
TEL&FAX: 055-220-8212（芹澤直通）, E-mail: yserisawa@yamanashi.ac.jp

８．その他注意事項
研究発表会当日は土曜日なので学生食堂が利用できません。大学周辺にはコンビニが2店舗ありますが，昼食を取れる飲食店は少ないのでご注意下さい。

９．発表者の方へ： 発表要旨と申込票とで内容が異なっていた場合には，発表要旨の記載内容に従います。
 口頭発表者
・発表時間は発表12分，質疑応答3分の15分です。円滑な進行のため，発表時間の厳守をお願い致します。
・発表者はノートパソコンを持参し，各自でプロジェクターVGAケーブル（D-Sub 15pin）に接続して下さい。
・ケーブルに接続するアダプターなどが必要な場合は各自で持参して下さい。
・ノートパソコンを持参できない場合は芹澤までご連絡下さい。
 ポスター発表者
・ポスターパネルの大きさは横120×縦180cmです。（画鋲などはこちらで準備いたします。）
・ポスターサイズはその中に収まる大きさであれば構いませんが，隣接するポスターとの余裕を見て，横36インチ（91.44cm）×縦150cm程度を推奨します（パワーポンイトで作成する場合の縦の最大値は142.22cm）。 
・ポスター発表は懇親会と同じ会場で行いますので，懇親会でもディスカッションが可能です。懇親会を欠席される方は会の開始前に，出席される方は会の終了までにポスターを撤去して下さい。

水草研究会第39回全国集会　研究発表プログラム　2017年9月2日（土）

口頭発表（13：30-15：45）

13:30-13:45　O1　佐賀平野で猛烈に増殖している水草について
　　　　　　　　　　上赤博文（佐賀自然史研究会）

13:45-14:00　O2　山梨県の水田域に生育する水草・大型藻類と標高との関係
　　　　　　　　　　〇渡邉亮・中村誠司・芹澤（松山）和世・芹澤如比古（山梨大・院・教育）

14:00-14:15　O3　東京都内の水草の分布と変遷
　　　　　　　　　　○石井裕一・山﨑正夫・橋本旬也・安藤晴夫・木瀬晴美（都環研）・和波一夫（東京都・環境局）

14:15-14:30　O4　甲虫によるミズスギナの食害事例
　　　　　　　　　　○小林真吾（愛媛県科博）・村上裕（愛媛県生物多様性センター）・久松定智（愛媛県生物多様性センター）

14:30-14:45　　休憩

14:45-15:00　O5　水草採集器具の機能と形状の変遷
　　　　　　　　　　〇藤原陽一郎（愛媛生態系保全管理）・加藤将（WIJ）・小林真吾（愛媛県総合科学博物館）・金田風花・志賀隆（新潟大・教育）

15:00-15:15　O6　タイ北部に生育するオモダカ属植物の実体とその系統学的位置
　　　　　　　　　　〇坪田和真（新潟大・院・自然研）・S. Zungsonthiporn（タイ農業局）・伊藤一幸（神戸大・農）・鈴木克欣（福井県立大・生物資源，現:福井県土地改良事業団体連合会）・志賀隆（新潟大・教育）

15:15-15:30　O7　フィールドワーク予定地（河口湖，本栖湖，精進湖）で近年確認されている水草・大型藻類
　　　　　　　　　　〇芹澤如比古・中村誠司・上嶋崇嗣・渡邊広樹・芹澤（松山）和世（山梨大・院・教育）

15:30-15:45　休憩

　　　　　＜15:45-16:00　記念写真撮影＞

ポスター発表（16：00-17：30）（懇親会中も議論が可能です）

　　　　P1　山中湖に生息する交雑種（ヒルムシロ属）のDNA解析（第一報）
　　　　　　　　　　○長谷川裕弥・吉澤一家（山梨衛環研）

　　　　P2　神奈川県及び東京都におけるミズニラ自生地の環境特性
　　　　　　　　　　○相澤直（明治大・院・農学）・倉本宣（明治大・農学）

　　　　P3　コケ植物イチョウウキゴケを用いた化学物質影響評価法の検討
　　　　　　　　　　市原直登（FAMIC・農薬検査部）

　　　　P4　イケノミズハコベとミズハコベの成長量の季節変化と競争関係に関する研究
　　　　　　　　　　○槐ちがや（筑波大・院・生命環境科学）・上條隆志（筑波大・生命環境系）・田中法生（国立科博・植物園）

　　　　P5　富士北麓，精進湖における水草・車軸藻類と環境の変遷
　　　　　　　　　　〇中村誠司・上嶋崇嗣・渡邊広樹・芹澤（松山）和世・芹澤如比古（山梨大・院・教育）

　　　　P6　山梨県甲府市千代田湖（丸山貯水池）の水草・大型藻類
　　　　　　　　　　○東祐之介・原野晃一・近山卓也（山梨大・教育）・渡邉亮・上嶋崇嗣・中村誠司・芹澤（松山）和世・芹澤如比古（山梨大・院・教育）

　　　　P7　富士五湖における最近の沈水植物の分布状況
　　　　　　　　　　〇上嶋崇嗣・中村誠司・渡邊広樹・芹澤（松山）和世・芹澤如比古（山梨大・院・教育）
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喫煙場所：会場となる大学会館の西側にはプレハブの喫煙所があります。山梨大学では
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